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会
費
納
入
の
お
願
い

今
回
は
、
年
会
費
未
納
の
方
だ
け
に
振
替
用

紙
が
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。
よ
り
活
発
な
同
窓

会
運
営
の
た
め
、
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
既
に
納
入
し
た
場
合
に
は
行
き
違
い

で
す
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
ご
容
赦
下
さ
い
。

古
川
市
内
の
四
校
の
卒
業
生
が

一
堂
に
会

す
る
記
念
す
べ
き
第

一
回
目
の

「
古
川
市
内

高
校
関
東
同
窓
会
―
新
年
の
集
い
」
が

一
月

二
十
二
日
、
東
京
高
田
馬
場
千
代
田
平
安
閣

で
開
か
れ
た
。
計
三
百
十

一
人
の
出
席
者
で

会
場
は
超
満
員
。
懐
か
し
い
顔
を
見

つ
け
て

の
歓
声
と
共
に
、
近
況
や
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
四
高
校
の
校
歌
が
郷
里
に
と
ど
け
と

ば
か
り
に
こ
だ
ま
し
た
。

出
席
人
数
は
古
川
高
百
二
十
二
人
、
古
女

高
六
十
二
人
、
古
工
高
九
十
六
人
、
古
商
高

三
十

一
人
。
古
川
高
か
ら
は
現
役
の
大
学
生

七
人
も
参
加
し
た
。

こ
の
う
ち
来
賓
と
し
て
、
古
川
高
か
ら
渋

谷
候
夫
校
長
、
野
村
喜
太
郎
同
窓
会
会
長
ら

四
人
、
古
女
高
か
ら
大
庭
保
子
同
窓
会
仙
台

支
部
副
支
部
長
、
古
工
高
か
ら
南
部
重
信
校

長
、
村
田
恭

一
同
窓
会
副
会
長
、
古
商
高
か

ら
石
田
利
之
助
校
長
、
綱
田
仁
同
窓
会
会
長

が
駆
け

つ
け
た
。

四
高
校
合
同
の
関
東
同
窓
会
は
初
め
て
。

こ
の
企
画
は
、
在
京
古
高
同
窓
会
が
平
成
四

年
同
会
の
総
会
か
ら
古
女
高
、
古
工
高
、
古

商
高
の
同
窓
会
役
員
数
名
を
招
待
、
四
高
校

の
交
流
が
深
ま
る
中
で
、
合
同
新
年
会
の
話

が
持
ち
上
が
り
実
現
し
た
も
の
で
、
在
京
古

高
同
窓
会
と
し
て
も
、
毎
年
の
新
年
会
に
対

し

「
マ
ン
ネ
リ
ぎ
み
」
と
の
声
も
出
て
い
た

だ
け
に
、
前
向
き
に
検
討
、
こ
の
日
の
開
催

に
こ
ぎ
着
け
た
。
集
い
は
、
大
崎
タ
イ
ム
ス

社
長
の
米
城
清
司
さ
ん

（古
川
高
同
窓
生
）

の
講
演
で
開
会
し
た
。
米
城
さ
ん
は
、

「
大

崎
の
現
況
と
未
来
」
と
題
し
、
大
崎
地
方
の

農
業
や
商
工
業
、
ま
た
古
川
市
の
中
核
都
市

と
し
て
の
事
業
な
ど
を
紹
介
。
郷
里
の
発
展

変
　́
）り
に
、
う
な
ず
き
な
が
ら
耳
を
か
た

む
け
る
出
席
者
も
多
か

っ
た
。

こ
の
後
、
懇
親
会
に
会
場
を
移
し
、
ま
ず

発
起
人
を
代
表
し
て
古
工
高
の
松
下
巌
さ
ん

が
、
開
催
に
い
た
る
経
緯
を
含
め
て
開
会
の

あ
い
さ
つ
。
各
来
賓
の
皆
様
が
母
校
や
同
窓

会
の
現
状
を
紹
介
し
、
集
い
開
催

へ
の
祝
意

を
述
べ
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
宮
城
県
東
京
事
務
所
所
長

の
石
川
繁
さ
ん
を
中
心
に
古
川
高
永
澤
幸
七

さ
ん
と
古
女
高
の
小
山
玲
子
さ
ん
。
三
百
十

一
個
の
グ
ラ
ス
が
高
ら
か
に
上
げ
ら
れ
る
と

会
場
の
雰
囲
気
も

一
気
に
な
ご
ん
だ
。

ビ
ー
ル
や
ジ

ュ
ー
ス
を
注
ぎ
合
う
手
と
手

の
乱
舞
。
会
場
の
い
た
る
所
に
話
の
輪
が
で

き
た
．
米
城
さ
ん
の
講
演
を
も
と
に
し
な
が

ら
、
変
わ
り

つ
つ
あ
る
郷
里
へ
の
思
い
や
東

京
で
の
暮
し
ぶ
り
、
戦
後
最
悪
の
冷
害
に
見

舞
わ
れ
た
コ
メ
の
で
き
具
合
な
ど
、
話
題
は

様
々
．　
‐東
京
こ
と
ば
」
に
い
つ
し
か
故
郷

な
ま
り
も
ま
じ
り
、
笑
い
と
歓
声
が
交
錯
し

た
。
ま
た
古
女
高
で
教
鞭
を
と

っ
た
こ
と
の

あ
る
古
川
高
卒
業
生
と
教
え
子
た
ち
が
再
会

す
る
場
面
も
あ

っ
た
．

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
獅
子
舞
、

「新
宿

育
ち
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
大
木
英
夫
さ
ん

。
津

山
洋
子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ウ
や
古
商
高
出
身

の
民
謡
歌
手
の
方
も
駆
け

つ
け
て
盛
沢
山
の

内
容
。
大
い
に
盛
り
あ
が

っ
た
後
は
、
四
高

校
の
校
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
各
校
の
卒
業
生
に
よ

っ

て
合
唱
さ
れ
た
。
懐
か
し
い
校
歌
の
歌
声
に

は
思
わ
ず
力
が
入
り
、
一月
を
組
ん
で
歌
う
グ

ル
ー
プ
も
。
エ
ー
ル
の
交
換
で
は
、
各
高
卒

業
生
が
次
々
と
舞
台
に
上
が
り
、
母
校

へ
の

思
い
を
ぶ

つ
け
合

っ
た
。

予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
話
は
尽
き
な
か

っ

た
が
、
春
田
紘
輔
さ
ん

（古
川
高
同
窓
生
）

が
中
締
め
の
あ
い
さ
つ
。
古
女
高
同
窓
会
東

京
支
部
長
の
鈴
木
富
子
さ
ん
が
再
会
を
誓
う

閉
会
の
辞
を
述
べ
て
、
全
国
初
の
古
川
市
内

四
高
校
合
同
新
年
会
は
盛
会
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
た
。
　
　
　
　
昭
５０
卒
　
岡
崎
裕
哉
記

▲現役の学生諸君と楽しむ渋谷校長 (左から3人 目)、野村同窓会長 (左端 )

平
成
七
年
度
の
在
京
古
高
同
窓
会
総
会
は

七
月
九
日

（土
）
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
二
回
目
の
夏
季
開
催
と
な
る

今
回
は
、
現
役
の
大
学
生
が
二
十
数
名
ほ
ど

参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
と
し
て

後
輩
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
意
味
で
も
多
数
の
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
六
年
七
月
九
日
（土
曜
日
）

午
後
二
時
２
五
時
三
十
分

▼
場
所
　
一局
田
馬
場

「
千
代
田
平
安
閣
」

新
宿
区
高
田
馬
場
二
―
十
六
―
十

電
話
三
二
〇
七
―
五

一
六

一

Ｊ
Ｒ
山
手
線
ま
た
は
営
団
地
下
鉄

東
西
線
、
高
田
馬
場
駅
下
車
、
徒

歩
三
分

▼
講
演
　
昭
２０
卒
高
橋
昭
典
さ
ん
（予
定
）

▼
そ
の
他

勒

囲

Ю



講演する米城清司さん

昨
年
に
ひ
き
続
き
、
中
央
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
古
川
市
内
四
高
校
の
卒
業
生
の
前
で
郷

上
の
話
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
光
栄

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
と
の
繋
ぎ
役
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
事
は
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

我
が
郷
土
、
大
崎
は
素
晴
ら
し
い
可
能
性

を
秘
め
た
所
で
あ
る
こ
と
は
、
前
回
と
く
と

お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
こ
の
程
度
で

い
る
こ
と
こ
そ

「
お
か
し
い
？
」
と
思
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
豊
饒
な
平
野
、
交
通
の
要

衝
等
と
。
現
に
十
月
の
人
口
統
計
で
は
、
古

川
市
は
千
二
十
五
人
の
増
加
で
六
万
七
千
二

百
四
十
人
。
こ
れ
は
仙
台
市
の
八
千
人
増
を

除
け
ば
、
石
巻
と
気
仙
沼
は
微
減
、
大
崎
五

郡
も
全
て
減
少
と
、
県
下
第
三
位
の
街
と
し

て
大
健
闘
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
あ
る
近
隣
の
首
長
が
言

っ
て
い
る
事
だ
が

「
古
川
市
は
ど
こ
と
い
っ
た
特
徴
が
な
い
。

最
近
広
く
な

っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
…
」
と

確
か
に
特
徴
と
い
え
ば

「
こ
め
」
と
な
る
が

「
こ
め
」
に
は
形
が
な
い
の
で
、
街
づ
く
り

に
は
結
構
む
ず
か
し
い
素
材
の
よ
う
な
気
が

す
る
　
。
時
代
も
変
わ

っ
て
来
た
わ
け
で
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
開
発
に
着
手
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

し
よ
う
。　
　
　
　
・

平
成
五
年
の
大
崎
を
見
る
と
、
政
治
、
経

済
、
農
業
と
大
変
む
ず
か
し
い
年
で
し
た
。

二
月
、
郷
上
の
誇
り
本
間
知
事
の
再
選
。
い

よ
い
よ
こ
れ
か
ら
…
。
拠
点
都
市
の
指
定
は

先
輩
都
市
、
石
巻
に
行

っ
た
が
、
次
回
は
ぜ

ひ
　

（平
成
六
年
四
月
二
次
指
定
と
し
て
俎

上
に
登

っ
た
）
と
。
し
か
し
、
九
月
例
の
事

件
が
起
き
、
大
崎
民

「
信
じ
ら
れ
な
い
」
の

連
発
。
十

一
月
浅
野
知
事
誕
生

（
４５
歳
、
投

票
率
搬
％
）
、
暗
雲
が
大
崎
を
覆
い
続
け
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
　
．
さ
て
、
農
業
は
百

年
来
の
冷
夏
、
九
月
に
は
不
稔
８‐
％

（古
川
）

と
発
表
。
例
え
ば
、
古
川
農
協
米
の
集
荷
量

を
見
る
と
三
万
七
千
俵

（過
去
最
高
は
５０
万

俵
、
平
均
３０
万
俵
）
と
十
の
一
の
量
で
あ

っ

た
。
全
て
の
経
済
基
盤
で
、
米
の
量
は
蕃
制

時
代
か
ら
の
伝
統
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、

街
の
不
景
気
に
は
関
係
が
深
い
と
い
う
こ
と

は
、
皆
様
も
そ
こ
の
出
身
故
理
解
出
来
る
で

し
ょ
う
。
　
ズ
マ
年
は
倹
約
」
と
の
合
言
葉
も

出
て
い
る
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
現
在
は
兼
業

農
家
が
８０
％
と
ぃ
ぅ
こ
と
で
、
米
だ
け
に
頼

っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．

し
か
し
、
地
域
で
の
勤
務
先
も
バ
ブ
ル
の

崩
壊
後
は
、
不
況
で
深
刻
で
大
き
な
問
題
が

起
き
て
き
て
い
る
。
十
二
月
に
は
細
川
内
閣

に
よ
り
、
米
の
部
分
開
放
が
決
議
さ
れ
た
．

こ
れ
は
今
ま
で
何
度
と
な
く

「
囁
か
れ
た
」

こ
と
な
の
で
、
意
外
と
地
元
で
は
静
か
だ

っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
次
の
選
挙
で
は
気
を

揉
む
議
員
さ
ん
も
い
る
と
は
思
う
が
…
。
東

京
で
は
、
大
崎
農
協
青
年
部
の
四
十
七
人
が

首
相
官
邸

（吉
良
邸
）
討
入
り
の
様
子
が
テ

レ
ビ
報
道
さ
れ
、
皆
様
も
興
味
を
持

っ
て
見

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
感
想
は
い
か
が

で
し
た
か
？
．

と
は
云
え
、
こ
れ
は
世
の
流
れ
と
思
え
ば

今
後
、
農
業
の
大
型
化
は
進
め
ら
れ
る
と
思

う
。
古
川
の
四
農
協
合
併
の
調
査
研
究
等
も

決
議
さ
れ
た
ｃ
ま
た
、
数
々
の
　

）を
世
に

出
し
た
県
農
業
試
験
所
も
東
大
崎
地
区
に
移

転
が
内
定

（
２００
ｈａ
）
、
バ
イ
オ
時
代
対
応
の

本
格
的
機
能
を
発
揮
す
る
事
と
思
う
．
地
域

経
済
で
見
逃
せ
な
い
こ
と
は
四
月
ア
ル
プ
ス

電
気
の
千
三
百
名
希
望
退
職
　
で
あ
る
。
同

社
は
古
川
市
に
主
力
工
場
進
出
以
来
、
古
川

市
の
モ
デ
ル
大
企
業
と
し
て
、
全
て
の
市
民

生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な

っ
て
来
た
。
数
年

前
に
片
岡
社
長
は
古
川
市
の
名
誉
市
民
に
も

推
挙
さ
れ
た
。
兼
業
農
家
の
多
い
大
崎
で
は

こ
の
様
な
不
況
の
影
響
は
ず

っ
し
り
と
重
い
．

他
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て

（平
成
五
年

分
）
中
核
保
健
福
祉
施
設
が
三
本
木
町
に
決

定

（
１００
ｈａ
）
．
古
川
市
江
合
に
吉
野
作
造
記

念
館
着
工
、

（平
成
七
年

一
月
二
十
九
日
、

作
造
誕
生
日
に
開
館
予
定
１
１０
億
）
。
古
川

市

・
化
粧
沼
に

「
古
代
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン

（
５０
ｈａ
、
堅
穴
住
居
八
棟
１
２２
億
）
。
宮
崎

町
に
陶
芸
の
里

（温
泉
施
設
―
民
族
資
料
館

コ
テ
ー
ジ
、
風
呂
１
１０
億
）
。
小
野
田
町
に

や
く
ら
い
薬
師
の
湯
完
成
―

（
１０
億
円
）
大

浴
場
、
サ
ウ
ナ
、
さ
ら
に
ホ
テ
ル
併
設
の
予

定
。
古
川
市

・
七
日
町
の
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル

化

（
＝
億
１
十
年
来
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
廃
止

し
て
稲
穂
の
街
路
灯
を
設
置
、
緒
絶
川
の
イ

メ
ー
ジ
化
等
　
ぃ
故
郷
も
少
し
ず

つ
面
白
く

な

っ
て
来
て
い
ま
す
。
東
京
も
大
変
な
時
代

と
聞
き
お
よ
ぶ
に
当
た
り
晩
年
は
故
郷
で
と

計
画
を
立
て
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま

だ
ま
だ
土
地
も
買
え
る
よ
う
で
す
の
で
　
。

最
後
に
皆
様
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
現
在

品
切
れ
を
起
こ
し
て
い
る

『豊
饒
平
野

・
伊

藤
卓
二
著
―
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
刊
』
の
復
刻

版
を
今
年
中
に
再
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
ぜ
ひ
、
中
世
の
大
崎
、
幻
の
大
崎

大
い
な
る
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
た
大
崎
に

興
味
あ
る
方
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

癬総響輻

ξ11
▲元気のよかった現役の大学生と浅野さん(中央)
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春
遅
い
東
北
に
も
よ
う
や
く
梅
だ
よ
り
が

届
く
季
節
に
な
り
、
母
校
で
も
第
４６
回
卒
業

式
を
終
え
、
脚
名
の
新
同
窓
生
を
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
一
現
在
は
私
立
大
中
心

に
続
々
と
合
格
発
表
が
も
た
ら
さ
れ
、
年
度

末
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
に
も
喜
び
と
と
も
に

あ
る
種
の
活
気
が
温
れ
て
い
る
毎
日
で
す
．

先
日
は
在
京
の
占
川
市
内
四
校
合
同
新
年

祝
賀
会
に
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
予
想
を
は
る
か
に
越
え

る
盛
会
と
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
圧
倒
さ

れ
感
激
し
て
参
り
ま
し
た
．

同
じ
母
校
を
持

つ
も
の
同
志
が
日
頃
疎
に

な
り
が
ち
な
絆
を
確
か
な
も
の
に
し
、
旧
交

を
温
め
直
す
こ
と
で
明
日
へ
の
活
力
を
生
み

出
す
の
が
同
窓
会
の
大
き
な
目
的
で
あ
り
ま

す
れ
ば
、
今
回
の
試
み
は

「
同
じ
故
郷
を
持

つ
者
同
志
」
ま
で
そ
の
枠
を
広
げ
た
こ
と
に

な
る
わ
け
で
、
特
に
故
郷
を
遠
く
は
な
れ
て

い
る
方
々
に
と

っ
て
は
有
意
義
な
会
で
あ

っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
事
実
、
卒
業

以
来
の
再
会
を
懐
か
し
む
光
景
が
会
場
の
あ

ち
こ
ち
で
み
ら
れ
、
小
生
も
胸
を
熱
く
し
ま

し
た
。
出
席
さ
れ
た
方
々
も
各
々
に
満
足
し

た

一
刻
を
す
ご
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

各
校
事
務
局
、
幹
事
の
ご
苦
労
は
大
変
な

も
の
が
あ
ろ
う
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
全
国

で
も
稀
に
み
る
好
企
画
母
校
と
の
絆
に
加
え

故
郷

「
大
崎
」
と
の
新
た
な
太
い
絆
を
確
と

す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
ご
尽
力
願
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
（）

う顆

一懃
屹
翌

本
年

一
月
、
古
川
市
内
四
高
校
同
窓
会
の

初
め
て
の
合
同
新
年
会
に
ご
案
内
を
い
た
だ

き
、
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
¨

会
場
に
は
、
古
商
高
同
窓
生
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
四
校
の
同
窓
生
の
方
が

多
数
参
加
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
旧
交
を
温

め
て
い
る
ご
様
子
を
拝
見
し
、
何
と
も
表
現

し
が
た
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

関
東

一
円
に
在
住
す
る
四
校
の
卒
業
生
が

一
堂
に
会
す
る
、
こ
の
よ
う
な
集
い
を
実
現

さ
せ
て
下
さ

っ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
す
と
共

に
、
そ
の
任
に
当
た
ら
れ
た
役
員
の
方
々
に

深
く
敬
意
を
表
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私

事
に
な
り
ま
す
が
、
旧
制
古
中
、
古
高
校
時

代
の
諸
先
輩
や
同
級
生
の
方
々
に
も
四
十
余

年
ぶ
り
に
お
目
に
か
か
り
、
本
当
に
懐
か
し

さ
で

一
杯
で
し
た
。
集
い
終
了
後
は
同
級
生

の
春
田
紘
輔
、
田
中
朝

一
、
今
野
健
、
相
澤

清
、
高
橋
喜
三
夫
の
各
氏
に
誘
わ
れ
、
各
氏

の
近
況
や
高
校
時
代
の
話
で
盛
り
上
が
り
最

終
列
車
の
時
間
ま
で
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
中

・
高
と
六
年
間

一
緒
だ

っ
た
同
級
生
の
良
さ
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ｃ
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、

「集
い
」
の
際
、
会
場
で
古
川
商

業
高
校
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
紙
面
を
借
り
ま
し
て
多
少
付
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
校
は
昭
和
三
十
九
年
に
創
立
、
今
年
創

立
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
．
こ
の
間
私
学

幅
に
充
実
し
ま
し
た
．
そ
れ
と
共
に
教
育
面

で
は
部
活
動
で
女
子
バ
レ
ー
が
全
国
大
会
五

度
の
優
勝
．
自
転
車
部
が
平
成
五
年
三
月
全

国
高
校
選
抜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
個
人
団

体
、
総
合
優
勝
．
ス
キ
ー
部
が
全
国
高
校
ス

キ
ー
競
技
大
会
、
国
体
で
上
位
入
賞
。
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
や
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
県
大
会
準
優
勝
等
々
の
成

果
を
得
。
就
職
面
で
は
二
千
社
以
上
か
ら
の

求
人
。
進
学
面
で
は
今
春
普
通
科
卒
業
生
の

中
か
ら
現
役
で
東
北
大
二

‥名
、
岩
手
大
、
福

島
大
、
早
稲
田
、
明
治
な
ど
東
京
六
大
学
お

よ
び
地
元
東
北
学
院
大
な
ど
へ
の
合
格
者
を

多
数
出
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
学
校
運
営
の
努
力
が
よ
う
や
く
実
を
結
ん

だ
と
の
感
慨
を
深
く
し
て
お
り
ま
す
．^

な
お
、
二
月
下
旬
の
代
々
本
体
育
館
で
の

全
国
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は
皆
様
の

絶
大
な
る
応
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
皆
様
の
ご
期
待

に
そ
え
ず
、
三
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
声
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

初
め
て
の
企
画
合
同
新
年
会

に
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
先
ず

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
場
に
は
、
古
高
を
は
じ
め

商
業
高
、
工
業
高
、
女
子
高
の

同
窓
生
が
ギ

ッ
シ
リ
で
三
百
人

位
と
思
い
ま
し
た
が
、
よ
く
も

厳
実
のヽ
季
節

一
月
末
に
、
在
京
の
古
川
市

内
四
校
の
合
同
新
年
会
に
ご
招
待
い
た
だ
き

出
席
い
た
し
ま
し
た
．
春
は
ま
だ
遠
か

っ
た

の
で
す
が
少
し
暖
か
い
日
で
し
た
。
高
田
馬

場
駅
付
近
は
昔
日
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
高

層
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
お
り
ま
し
た
．
私
は

日
本
建
築
士
連
合
会
の
監
事
に
な

っ
て
お
り
、

前
日
が
監
査
日
で
し
た
の
で
丁
度
上
京
し
て

お
り
、
日
帰
り
の
と
こ
ろ

一
泊
し
て
出
席
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
会
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
幹
事
役
の
松
下
さ
ん
よ
り

‐
出
席

し
て
く
れ
」
と
の
誘
い
が
あ
り
、
同
窓
会
長

か
ら
も
出
席
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

会
長
代
理
と
し
て
南
部
校
長
先
生
と

一
緒
に

参
加
し
ま
し
た
ご
会
場
に
入
る
と
懐
か
し
い

集
ま

っ
た
も
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
〔
地
方
の

各
支
部
で
は
、
総
会
あ
る
い
は
新
年
会
で
も

数
十
人
集
ま
れ
ば
良
い
方
で
、
さ
す
が
関
東

東
京
だ
と
感
心
い
た
し
ま
し
た
＾́
大
崎
を
遠

く
離
れ
て
居
れ
ば
居
る
ほ
ど
母
校
を
想
い
、

同
窓
生
と
会
う
事
に
意
義
を
見

つ
け
楽
し
み

に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
高
は
平
成
九
年
に
百
周
年
を
迎
え
ま
す

の
で
、
こ
れ
に
関
し
た
事
業
計
画
や
進
捗
状

況
の
報
告
が
私
の
役
目
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

と
の
歓
談
の
中
で
お
話
申
し
上
げ
ま
し
た
が

先
輩
、
後
輩
の
方
々
か
ら
力
強
い
激
励
を
い

た
だ
き
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

工
業
高
同
窓
会
の
村
田
副
会
長
さ
ん
、
商

一ｔ一一一赫嚇詢いおい、鋼劃綺一
・ヒも

一
一一一一
一一
一勘
一一一一一一み
に時詞疑設っに』峰けれ居

ヤ在
京
め
一合
同
同
一窓
会

‐――こ‐‐
一出
席
一ｔ
て
」

一●
〓
‐‐メ‐‐‐■
き
一口伺
窓
一ム一一副
会
，
一一一一一●
村
一日
一恭
ニ

顔
の
先
輩
や
後
輩
の
方
が
多
数

お
い
で
に
な
り
、
し
ば
し
話
に

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
人
崎

タ
イ
ム
ス
社
の
米
城
社
長
の
お
話
は
、
最
新

の
古
川
情
報
で
皆
さ
ん
大
変
興
味
深
く
お
聞

き
に
な

っ
て
お
ら
れ
た
ご
様
子
。
や
は
り
古

川

・
大
崎
地
方
を
離
れ
、
長
い
間
東
京

・
関

東
地
区
で
夫
々
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
様
で
す
の
で
尤
も
だ
な
あ
と
感
じ
入
り
ま

し
た
し
米
城
さ
ん
は
、
さ
す
が
に
マ
ス
コ
ミ

の
代
表
と
し
て
話
題
も
豊
富
で
時
折
ジ

ョ
ー

ク
を
交
え
、
笑
わ
せ
な
が
ら
の
講
演
で
大
変

感
心
い
た
し
ま
し
た
っ
講
演
が
終
わ

っ
て
、

女
優
の
大
森
暁
美
さ
ん
か
ら
米
城
さ
ん
に
花

束
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
お
日

に
か
か
り
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
の
開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
わ
が
同

窓
会
会
員
が
幹
事
の
代
表
、
司
会
の
代
表
を

つ
と
め
た
り
、
大
変
な
活
躍
を
見
て
誇
り
に

思
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
も
の
だ
と
感
じ
た

次
第
で
す
。
そ
の
事
を
卒
業
式
前
日
の

‐卒

業
生
を
送
る
会
」．
に
出
席
し
、
祝
辞
の
中
で

お
話
い
た
し
ま
し
た
．
就
職
あ
る
い
は
進
学

す
る
卒
業
生
達
が
自
信
を
持

っ
て
巣
立

っ
て

い
く
事
を
念
じ
な
が
ら
の

業
高
の
綱
田
会
長
さ
ん
や
各
校
の
校
長
先
生

と
も
お
話
が
で
き
、
コ
ッ
プ
を
片
手
に
各
校

の
同
窓
生
の
方
々
と
歓
談
し
な
が
ら
忙
し
く

会
場
を
回
っ
た
の
で
、
折
角
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
は
残
念
な
が
ら
良
く
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

若
手
で
は
、
現
役
の
大
学
生
諸
君
が
数
人

ほ
ど
出
席
し
て
、
元
気
よ
く
自
己
紹
介
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
将
来
の
大
成
に
期
待
い
た

し
ま
す
。

伊
藤
会
長
さ
ん
は
じ
め
片
平
事
務
局
長
さ

ん
に
は
ご
苦
労
様
で
す
が
、
こ
れ
を
期
に
合

同
の
新
年
会
を
継
続
し
て
下
さ
る
様
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

|い

|た|
|だ|
ltヽ「全国初の合同同窓会に参加 .して」

古り|1高等学校同窓会会長 野村喜太郎
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こ
の
火
を
消
さ
ず
に
続
け
よ
う

古
川
商
業
高
同
窓
会

関
東
支
部
長
　
上
遠
野
　
孝

一

一
昨
年
、
在
京
古
高
同
窓
会
佐
藤
公
哉
氏

よ
り
総
会
出
席
の
お
誘
い
が
あ
り
、
勉
強
の

つ
も
り
で
参
加
。
片
平
事
務
局
長
を
紹
介
さ

れ
、
い
ろ
い
ろ
ご
教
授
を
受
け
て
い
る
中
で

今
回
の
市
内
四
校
合
同
新
年
会
を
開
催
し
よ

う
と
い
う
事
に
な
り
実
現
し
た
訳
で
あ
る
が

当
初
予
想
し
た
人
員
以
上
に
集
ま
り
、
大
盛

会
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

共
に
故
郷
を
同
じ
く
す
る
者
達
が
、
こ
の

種
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
お
合
で
き
る
機
会
も

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
時
、
世
話
人
の

一
人
と
し
て
何
ら
事
故
も
な
く
ス
ム
ー
ス
に

運
営
で
き
、
次
回
に
つ
な
が
り
そ
う
で
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。

ご
出
席
の
皆
さ
ん
に
は
、
思
い
が
け
な
い

人
と
の
出
会
い
や
忘
れ
て
い
た
青
春
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
り
と
、
良
い
思
い
出

が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
年
に

一
度
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
に
、
こ
の
火
を
消
す
こ
と
な
く
続
け
て

行
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

心
地
好
い
ひ
と
と
き

古
川
女
子
高
昭
２６
年
卒
　
小
山
　
玲
子

あ
の
街
角
、
あ
の
店
、
あ
の
線
路
な
ど
と

話
し
出
せ
ば
お
互
い
の
共
通
の
記
憶
が
心
地

好
く
は
ぐ
れ
て
く
る
つ
ど
い
で
し
た
。

「
明
日
、
炉
辺
に
投
げ
入
れ
ら
れ
ん
と
す

る
草
花
も
美
し
う
咲
け
り
。
彼
ら
は
不
朽
を

時
間
的
に
求
め
ず
し
て
、
そ
の
生
を
尽
く
す

こ
と
に
求
め
た
り

（
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ

ウ
ス
）
」
と
い
う
言
葉
を
、
十
七
歳
の
日
の

私
に
教
え
て
下
さ

っ
た
、
大
先
輩
の
先
生
に

お
目
に
か
か
れ
た
の
も
大
変
嬉
し
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

同
年
代
の
参
加
者
が
少
な
く
残
念

古
川
工
業
高
平
４
年
卒
　
本
田
　
加
代
子

第

一
回
目
の
合
同
新
年
会
に
出
席
し
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
と
出
会
い
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
代
表
者
の
方
々

の
お
話
も
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、

ま
だ
上
京
し
て
間
も
な
い
私
に
と

っ
て
は
、

気
軽
に
話
し
か
け
て
下
さ

っ
た
方
々
の
方
言

ま
じ
り
の
会
話
も
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
．
た
だ

一
つ
残
念
だ

っ
た
の
は
、
同
世

代
か
ら
の
出
席
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

来
年
度
は
、
も

っ
と
声
を
か
け
あ
い
今
年
以

上
に
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

も
っ
と
各
校
の
カ
ラ
ー
を
出
そ
う

古
川
工
業
高
昭
５．
年
卒
　
佐
々
木
　
次
郎

古
川
工
業
高
関
東
支
部
全
体
の
同
窓
会
と

し
て
は
今
回
が
初
め
て
で
も
あ
り
、
予
想
が

つ
か
ず
心
配
で
し
た
が
、
１００
名
近
い
出
席
者

が
あ

っ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
ｃ

懇
親
会
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
で
そ

れ
と
な
く
聞
こ
え
て
く
る
宮
城
弁
は
懐
か
し

く
、
や
さ
し
く
、安
心
で
き
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

次
国
に
は
、
各
校
の
カ
ラ
ー
が
も

っ
と
出

て
く
る
よ
う
、
そ
し
て
若
い
年
代
の
参
加
が

も

っ
と
増
え
る
よ
う
願
う
。

日
曜
日
に
や
れ
ば
も

っ
と
増
え
る
か
も

古
川
工
業
高
平
３
年
卒
　
千
葉
　
和
也

１
月
２２
日
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
古
川

市
内
高
校
の
合
同
同
窓
会
開
催
さ
れ
、
各
校

の
卒
業
生
の
方
々
が
大
勢
参
加
さ
れ
て
、
と

て
も
賑
や
か
で
心
地
よ
く
感
じ
ま
し
た
ぃ

し
か
し
、
自
分
た
ち
と
同
年
代
の
参
加
者

は
、
上
曜
日
な
の
で
会
社
な
ど
が
あ
る
せ
い

か
、
集
ま
り
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
ぃ
開
催
目
が
日
曜
日
だ

っ
た
ら
も

っ
と

集
ま

っ
て
い
た
の
で
は
？
と
思
い
つ
つ
次
回

に
期
待
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
プ
。

目
圃
田
□
目

因
■
日
■
日

＞
女
優

の
大
森
暁
美
さ
ん
と
念
願
の
ツ
ウ

シ
ョ
ッ
ト
　
　
　
く
各
校
代
表
の
司
会
団

腑1欝露

`蓋

讐儡

冬饒鰺魃顆‐         田
■|■‐ ‐ ― ― ― ||‐ |‐ ■ ■ |■. さ

兆   :

＞
四
高
校
の
発
起
人
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

古
工
代
表
松
下
巌
さ
ん

酪亀

＞
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
楽
し
む
皆
さ
ん



＞
古
川
工
業
高
校
長

南
部
重
信
さ
ん

目
回
田
□
目

因
ロ
ロ
ロ
回

＞
古
女
高
同
窓
会
仙
台
支
部
副
支
部
長
の

大
庭
保
子
さ
ん
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卜醸鼠臨

＞
古
川
商
業
高
同
窓
会
会
長
綱
田
仁
さ
ん

＞
在
仙
古
高
同
窓
会
副
会
長

〓
一浦
良
さ
ん

＞
乾
杯
の
音
頭
を
と
る
宮
城
県
東
京
事
務
所

所
長
の
石
川
繁
さ
ん
（中
央
デ
」古
高
代
表

永
沢
幸
七

・
古
女
高
代
表
小
山
玲
子
さ
ん

＞
「
天
使
の
歌
声
？
」
―
校
歌
を
熱
唱
す
る

白
梅
の
乙
女
た
ち

＞
古
高
若
手
？
と
現
役
の
学
生
た
ち

壽‡1鐵1麟|

＞
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る
在
京
古
高

同
窓
会

伊
藤
会
長

＞
平
成
に
な

っ
て
か
ら
の
卒
業
生
も
多
数
参

加
し
た
古
川
工
業
高
校
の
若
さ
あ
ふ
れ
る

面
々

レ
舞
台
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
盛
り
上
が

る
会
場
内

＞
校
歌
を
歌
う
古
川
商
業
高
校
の
皆
さ
ん

＞
閉
会
の
挨
拶
を
す
る
古
女
高
同
窓
会
関
東

支
部
長

鈴
木
富
子
さ
ん

蝙 | 籍れ ヽ

一躙一一̈一̈一一一

＞
古
商
高
出
身
の
民
謡
歌
手
吉
村
君
男
さ
ん

▲応援団調で自己紹介する大学生達
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子
子
子
子
子
子

幸
玲
茂
康
富
和

藤
山
藤

一
木
本

田
　
　
年

・“伊小佐金鈴橋呻

等音同子女

年

川

神

古

昭

博
昇

　

一
　

人
光
郎
樹
次
俊
郎
　
輝
務
量
明
　
雄

一
一
衛
　
血
（洋
樹

き不
　
　
幸
　
重
義
良
秀
恭
文
将
　
誠
　
　
英
　
正
健
修
　
　
昭
英
茂

藤
葉
　
田
　
部
村
野
藤
木
郷
辺
　
杉
地
谷
郷
　
沢
口
橋
川
　
瀬
山
井

年
　
年
　
　
　
　
々
　
　
年
　
　
　
　
年
　
　
　
　
年

佐
千
３７
吉
３８
阿
木
今
斉
佐
二
渡
４‐
小
菊
渋
二
４４
伊
沢
高
細
４５
岩
畠
藤

和
　
和
　
　
　
　
　
　
　
和
　
　
　
　
和
　
　
　
　
和

昭
　
昭
　
　
　
　
　
　
　
昭
　
　
　
　
昭
　
　
　
　
昭

七
　
郎
治
　
治
徳
二
　

一
　

男
義

一
　

信
夫

幸
　
八
正
　
守
省
亮
　
壼思
　
力
正
悔
　
有
八

澤
　
川
場
　
藤
藤
浦
　
葉
　
田
宮
藤
　
城
藤

年
　
年
　
　
年
　
　
　
年
　
年
　
　
　
年
　
　
年

５
永
８
及
大
９
伊
多
三
１０
千
η
上
大
佐
１４
岩
加
１５

和
　
和
　
　
和
　
　
　
和
　
和
　
　
　
和
　
　
和

昭
　
昭
　
　
昭
　
　
　
昭
　
昭
　
　
　
昭
　
　
昭

子
子
子
　
子
子
子
　
子
子
子
　
子

つ
枝

栄
禎
宏
　
恵
憲
兼
　
せ
八
和
　
滋

橋
木
田
　
野
森
木
　
崎
川
浦
　
村

年
　
々
　
年
　
　
　
年
　
　
　
年

３５
板
佐
鎌
３６
荒
中
鈴
３７
島
石
松
３８
中

和
　
　
　
和
　
　
　
和
　
　
　
和

昭

昭

昭

昭

古川高等学校

小 山   豊
昭和16年
伊 藤 宗一郎
昭和17年
高 橋 淳 夫

昭和18年
渡 辺 三 男

佐 藤 タケヨ
昭和15年
大 官 尚 子

昭和23年
阿 部 規代子
阿 部 登 志
熊 谷 玲 子
昭和26年
上 野 節 子
小 林 信 子
工 藤 幸 子
小 元 久 江
石 川 千枝子

昭和31年
三 塚 孝 司

昭和32年
林   裕 司

昭和33年
大 沼   貢
上遠野 孝 一

昭和34年
鹿 野   忍

昭和35年
岩 渕 貞 夫

田ヨオロ204「
熊 谷 虎 夫
高 橋 昭 典
前 田 浩五郎
横 山 榮 治

昭和22年
竹 中 潤 郎

昭和23年
佐 藤 浩 朗
菅     昇
早 坂   悌

昭和25年
高 橋 金 吾

昭和26年
遠 藤   惇
佐々本 国 利
佐 藤 芳 夫
豊 原   博

昭和27年
相 沢   清
今 野   健
佐 藤 清 勝
高 橋 喜三夫
田 口 朝 一
種 村 雄 一
春 田 紘 輔

岩 内 淑 子
襟 立 良 子
椎 名 暁 美
高 橋 昭 子
高 橋 一 枝
豊 隅 のぶか
松 島 わくり

昭和28年
金 子   康
高 橋 範 志
藤 本 隆 夫
渡 辺 道 雄
昭和29年
小 川 春 男
小 野 賢 次
斉 藤   悟
佐 藤   茂
高 橋 清 亮
長 浦   凋
早 坂 清 吉
福 富 啓 祐

昭和30年
間 脇 喜代志
門 脇 敏 明

昭和31年
相 沢 昭 男
石 川 勝 夫
石 堂 十六男
奥 村 信 良
片 平 司 朗
熊 谷 正 俊
鈴 木 和 夫
萩 澤 法 雄
森 谷 文 彦

万城日 良 子
昭和31年
浅 野 和 子
片 桐 たか子
土 田 宥 子
昭和33年
阿 部 仲 子
村 田 美慧子

昭和34年
植 田 喜久子
宮 井 紀 子
渡 辺 雅 子
高 橋 官 子

日召和34年
秋 保 宏 夫
寺 山 勇 夫

昭和35年
大 沼 京 三
佐 藤 昭 雄
須 貝 広 義
菅 野   勲
鈴 木   励
村 田   仁

昭和36年
伊 藤   雄
遠 藤 孝 夫
工 藤 勝 緒
早 川   洋
昭和37年
上 野 俊 夫

昭和38年
氏 家 政 彦
佐々木   正
塩 澤 剛四郎
富 倉 亀一郎
最 上 元 保

昭和38年
浅 野 勝 英
伊 藤 行 雄
今 野   情
千 葉 良 男

昭和39年
遠 藤 隆 三
佐 藤 利五郎
昭和40年
石 川 信 行

昭和32年
石 川   繁
大 泉   康
加 藤 謙 助
加 藤 昭 七
木 戸 秀 彦
草 刈 次 美
今 野 順 隆
佐 藤 公 哉
佐 藤 満 行
高 梨 利 通
高 橋 清七郎
長 沼 三 郎
野 田 利 美
桧 野   健
三 神 良 雄

昭和33年
佐々木 光一路
佐 藤 重 信
田 日 正 一

日召和34年
宍 戸 志 智
宮 野 貞 司

昭和35年
岩 崎 光 任

昭和36年
佐 藤 文 彦

昭和39年
木 村 佑 悦
鈴 木 健 治
富 田 稔 彦
畑 中 京 一

町ヨ禾日40(F
伊 東 達 雄

昭和41年
高 橋 正 邦
最 上 憲 夫
柳 澤 健 作

昭和42年
今 野 司 郎
菅 井 司 郎
菅 原 喜久男
高 橋 光 男
早 坂   誠

昭和43年
間 脇 俊 則
後 藤 忠 勝
高 橋 三 男
武 田 守 雄

昭和41年
佐 藤 清 子

昭和42年
瀬 戸   茂

昭和44年
鎌 田 邦 子
浜 田 則 夫

昭和47年
上遠野   智

既ヨオロ48`F
松 川   力

萩 原 節 子
平 根 征 子

日召禾日39(F
櫛 田 須美枝
今 野 幸 子
鈴 木 ナカ子
西 村 燿 子

昭和40年
阿 部 和 子
大 山 妙 子
島 田 征 子
田 村 京 子
千 坂 須美子

昭和44年
荒 り|1 哲 郎
柿 崎 清 二
嘉 登 繁 夫
鈴 木   進
千 田   実
糸田 り|1 日出貝」

昭和45年
日 向 邦 男

昭和46年
星   晴 光

昭和47年
石 堂 信 次

昭和50年
千 葉 浩 司
梁 川 雅 晴

昭和51年
佐々木 次 郎

昭和55年
佐 木々 正 信
鈴 木 勝 浩

昭和59年
石 川 隆 一

昭和51年
今 野 哲 朗

昭和59年
鈴 木 利 明

古川商業高等学校学校長
石 田 利之助

古川商業高等学校同容会会長
綱 田   仁

計 31名

(敬称略 )

昭和47年
大 田   明
小 嶋   進
畑   正 芳

昭和46年
細 川 三 男

昭和50年
岡 崎 裕 哉

昭和51年
荒 関 研 吾

昭和53年
浅 野 勝 弘

昭和58年
浅 野 修 次
内 藤 孝 夫

現役大学生・・・ ア名
古川高等学校校長
渋 谷 候 夫

古川高等学校同容会会長
野 村 喜太郎

在仙古高同窓会副会長
三 浦   良

官城県東京事務所所長
石 川   繁

計 122名

昭和41年
大 櫃 一 枝
保 田 順 子

昭和42年
佐 藤 光 子
高 橋 典 子
山 田 和 子

昭和44年
横 山 まゆみ

現役大学生・・・ 1名
同容会仙台支部副支部長
大 庭 保 子

計 62名

平成 1年
佐々木 義 行
平成 2年
菊 地 浩 幸
斉 藤 康 年
桜 井 義 喜
渋 谷 義 彦
平成 3年
小 林 宏 樹
菅 原   博
平成 4年
小野寺   充
佐 藤   宏
千 葉 和 也
平成 5年
本 田 加代子
古川工業高等学校学校長
南 部 重 信
古工高同窓会副会長
村 田 恭 一

計 96名

古川工業高等学校
昭和18年
佐 藤 良 七

昭和22年
二階堂   伸

昭和23年
高 橋 貞 雄

日召和25年
斉 藤 春 男
佐 藤 勝 志
昭和26年
ゴヒ  本寸  車令  良「

昭和27年
氏 家   達
佐 藤 孝 光
山 中 明 夫

昭和28年
小野寺 達 夫
軽 部 忠 行
今 野   紀
松 下   厳

昭和29年
小 出 裕 也
小 蔦 源 悟

佐 藤   喬
鈴 木 良 二
須 田 晃 也
高 橋 三 郎
中 野 正 能
嶺 岸 盛 仝
吉 田 昭之助
渡 辺 貞 夫

昭和30年
佐 木々 具 弘
鈴 木 一 三
高 橋 安 吉

昭和31年
佐 藤   喬
昭和32年
大 場   晃
由 利 徹 夫

昭和33年
佐々木 英 世
中 森   繁
道 塚   精
横 山 政 美

古川商業高等学校
佐 藤 八 雄

昭和36年
和 泉 隆 治
高 嶋 好 尋
山 本 富 男

昭和37年
伊 藤 誠 市
菅   四 郎
鈴 木 寿 元
芳 村 君 男


